
ハイリスク・アプローチの事業効果 
①一人当たり平均医療費と平均受診日数（４か月合計） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②ピークフロー値（肺機能）の改善 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポピュレーション・アプローチの事業効果 
①教育冊子の中で、役に立った内容    ②教育冊子の有用性 

喘息重症化予防対策：ぜんそく健康支援プログラム（改良型） 実証事業の概要図 

目的 ①喘息に関する情報提供を行い、この疾患に対する正しい知識を習得する。 
 ②「喘息の発作が日常管理によりコントロールが可能な疾患であること」を理解し、自己管理方法を習得する。 
 この二つを達成することにより、喘息の重症化を予防し、患者とその家族のQOLの向上と医療費適正化を目指す。 

事業概要と実施状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

抽出 

レセプト情報の傷病名、診療行為、処方薬剤から、喘息
の発作症状等により繰り返し受診が発生していると思わ
れる人を抽出  964人 

ポピュレーション・アプローチ 
教育冊子配付：763世帯 
ピークフローメーター配付：59世帯 
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ハイリスク・アプローチ 
4歳5歳   8人 
6～19歳 11人 
20歳以上 12人 
 合計 31人 

案内状を発送し、
参加申込した人 

ﾊｲﾘｽｸ･ｱﾌﾟﾛｰﾁに 
参加しなかった世帯 
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今後の事業の方向性 

データヘルス計画で３か年の目標としている「喘息入院ゼロ」
に向けて、ポピュレーション・アプローチを中心に、情報提供と
ピークフローメーターの普及を進め、その上で、希望者に対す
るハイリスク・アプローチに取り組む。 


